
貸 借 対 照 表 
（2016 年 12 月 31日現在） 

                                          

                               （単位：千円） 

資 産 の 部 負 債 の 部 

項 目 金 額 項 目 金 額 

流 動 資 産 

現 金 及 び 預 金 

売 掛 金 

商 品 

原 材 料 

前 払 費 用 

繰 延 税 金 資 産 

未 収 入 金 

そ の 他 

 

 

 

 

固 定 資 産 

有 形 固 定 資 産 

建 物 

構 築 物 

車 両 運 搬 具 

工具、器具及び備品 

土 地 

リ ー ス 資 産 

建 設 仮 勘 定 

 

無 形 固 定 資 産  

施 設 利 用 権 

電 話 加 入 権 

ソ フ ト ウ ェ ア 

 

投資その他の資産 

出 資 金 

長 期 前 払 費 用 

   繰 延 税 金 資 産 

長 期 未 収 入 金 

敷 金 

差 入 保 証 金 

ゴ ル フ 会 員 権 

貸 倒 引 当 金 

 

1,027,494 

455,959 

233,020 

347 

85,659 

92,005 

10,004 

149,672 

825 

 

 

 

 

3,218,124 

2,622,252 

1,415,311 

169,765 

348 

230,906 

783,719 

17,821 

4,378 

 

31,109 

1,248 

3,741 

26,120 

 

564,762 

1,700 

350 

122,024 

27,448 

328,053 

112,033 

600 

△27,448 

 

流 動 負 債 

   買 掛 金 

 リ ー ス 債 務 

未 払 金 

未 払 費 用 

未 払 消 費 税 等 

未 払 法 人 税 等 

預 り 金 

賞 与 引 当 金 

リース資産減損勘定 

そ の 他 

 

 

固 定 負 債 

長 期 借 入 金 

リ ー ス 債 務 

退職給付引当金 

預 り 保 証 金 

資 産 除 去 債 務 

リース資産減損勘定 

預り建設協力金 

1,446,215 

525,552 

6,287 

525,021 

313,080 

29,535 

5,388 

6,236 

30,204 

4,855 

52 

 

 

2,231,555 

1,846,000 

13,260 

157,543 

32,500 

149,628 

22,242 

10,381 

 

 

 

負 債 合 計 3,677,771 

純 資 産 の 部 

株 主 資 本 

資 本 金 

 

利 益 剰 余 金 

利 益 準 備 金 
繰 越 利 益 剰 余 金  

567,847 

80,000 

 

487,847 

20,000 

467,847 

 

 

 

 

純 資 産 合 計 567,847 

資 産 合 計 4,245,619 負債及び純資産合計  4,245,619 

 

 

 

 



個 別 注 記 表 

 重要な会計方針に係る事項に関する注記 

１．資産の評価基準及び評価方法 

 (1) たな卸資産 

商品 最終仕入原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切り下げの方

法により算定） 

  

原材料 最終仕入原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法

により算定） 

  

  

２．固定資産の減価償却の方法 

(1) 有形固定資産（リース資産を除く） 

 定率法（ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）については定額法）を 

採用しております。 

 なお、主な耐用年数は次のとおりであります。 

建物 15～35年 

構築物 10～20年 

機械装置 ８～９年 

工具器具備品 ５～６年 

  

  

(2) 無形固定資産（リース資産を除く） 

 定額法を採用しております。 

 なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における見込利用可能期間（５年）に基づく定額法に 

よっております。 

(3) リース資産 

 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産については、リース期間を耐用年数とし、 

残存価額を零とする定額法を採用しております。 

(４) 長期前払費用 

均等償却しております。 

 

  

３．引当金の計上基準 

(1) 貸倒引当金 

 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の 

債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。 

(2) 賞与引当金 

 従業員の賞与支給に備えるため、支給見込額のうち当事業年度の負担額を計上しております。 

(3) 退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、退職金規程に基づく期末要支給額により計上しております。 

  

４．消費税等の会計処理 

 税抜方式によっております。 

  

５．会計方針の変更に関する注記 

 （平成28年税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 
法人税法の改正に伴い、「平成 28 年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報告

第 32 号 平成 28 年６月 17 日）を当事業年度に適用し、平成 28 年 4 月 1 日以後に取得した建物附属設備及び構築物

に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 
   この結果、当事業年度の営業利益、経常利益及び税引前当期純利益はそれぞれ 10,252 千円増加しております。 

 

 

 

 

 



貸借対照表に関する注記  

 

１．有形固定資産の減価償却累計額        2,191,368千円
  

  

２．親会社に対する金銭債権及び金銭債務（区分表示したものを除く） 

  短期金銭債権 6,990千円  

  短期金銭債務 524,326千円  

 長期金銭債務 1,846,000千円 

 

   

 

 

  

損益計算書に関する注記 

１．親会社との取引高 

営業取引による取引高               

売上高                   14,021千円 

仕入高                    441,154千円  

販売費及び一般管理費            1,004,498千円 

営業取引以外の取引高(賃貸収入)         41,933千円  

営業取引以外の取引高(支払利息他)       13,559千円 

  

２．減損損失 

 当社は、キャッシュ・フローを生み出す最小単位として主として店舗ごとに資産のグルーピングを行っており、 

当事業年度において、以下の資産グループについて減損損失を計上しております。 
  

用途 種類 地域 件数 
減損損失 
（千円） 

 店舗等 同上 

  
近畿  
東海 
九州  
  

7 35,207 

合計 7 35,207 
  

 店舗の営業損益が継続してマイナス、又は、資産の市場価格が帳簿価額より著しく下落している資産グループの 

帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失（35,207千円）として特別損失に計上しております。 

 その種類ごとの内訳は以下のとおりであります。 

  建物 24,464千円 

  構築物 6,121千円 

  工具器具備品 4,621千円 

  合計 35,207千円 

 なお、当該資産グループの回収可能価額は主として使用価値により測定しており、将来キャッシュ・フロー見積額を

3.42％で割り引いて算定しております。 

 

 

 

 

 

 

株主資本等変動計算書に関する注記 

１．当事業年度の末日における発行済株式の種類及び総数 

株式の種類 
当事業年度 

期首の株式数 
当事業年度増加

株式数 
当事業年度 
減少株式数 

当事業年度末の

株式数 

普通株式 126,880株 －株 －株 126,880株 

 

 



税効果会計に関する注記 

１．繰延税金資産・負債の主な発生原因別内訳 

  繰延税金資産（流動）   

  未収還付事業税 △8,689千円 

  未払事業所税 575千円 

 賞与引当金 10,411千円 

  その他 534千円 

  繰越欠損金 7,173千円 

  繰延税金資産（流動）小計 10,004千円 

 評価性引当額 0千円 

  繰延税金資産（流動）計 10,004千円 

      

  繰延税金資産（固定）   

  減損損失 96,493千円 

  貸倒引当金(固定) 9,406千円 

  ゴルフ会員権評価損 822千円 

  長期資産除去債務 51,248千円 

  退職給付引当金 53,965千円 

  その他 929千円 

 繰延税金資産（固定）小計 212,862千円 

  評価性引当額 △79,209千円 

  繰延税金資産（固定）計 133,653千円 

      

  繰延税金負債（固定）   

  資産除去債務（将来加算一時差異） 11,629千円 

  その他 ０千円 

  繰延税金負債（固定）計 11,629千円 

  繰延税金資産（固定）の純額 122,024千円 

  

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因となった

主な項目別の内訳 

  法定実効税率 35.02％ 

 （調整）  

  住民税均等割 35.38％ 

  賞与引当金 37.29％ 

  資産除去債務 180.69％ 

 減損損失 340.22％ 

  未収還付事業税 △31.13％ 

 その他 △560.44％ 

  税効果会計適用後の法人税等の負担率 37.03％ 

  

 

 資産除去債務に関する注記 

 資産除去債務のうち貸借対照表に計上しているもの  

１．当該資産除去債務の概要 

 店舗及び事業用資産の一部について土地又は建物所有者との間で不動産賃借契約を締結しており、賃借期間終了時

に原状回復する義務を有しているため、契約及び法令上の義務に関して資産除去債務を計上しております。 

  

２．当該資産除去債務の金額の算定方法  

 資産除去債務の見積りにあたり、使用見込期間は20年から34年、割引率は2.0％から2.27％を採用しております。 

 

３．当事業年度における当該資産除去債務の総額の増減 

 期首残高 151,446千円 

 前期計上額修正 △707千円 

 時の経過による調整額 1,959千円 

 資産除去債務の履行による減少額 △3,070千円 

 当事業年度末残高 149,628千円 



  

退職給付に関する注記 

１．当事業年度における退職給付引当金の増減 

 期首残高 122,989千円 

 退職給付費用の増加額 39,635千円 

 退職金支給額 △5,081千円 

 当事業年度末残高 157,543千円 

 

 

 

リースにより使用する固定資産に関する注記 
貸借対照表に計上した固定資産のほか、車両運搬具及び事務機器については、所有権移転外ファイナンス・リース契
約により使用しております。 
 
１．リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額及び期末残高相当額 

 
２．未経過リース料期末残高相当額 
１年内      1,768 千円 
１年超      4,430 千円 
合計       6,198 千円 
 
３．支払リース料、減価償却費相当額及び支払利息相当額 
支払リース料    1,797 千円 
減価償却費相当額  1,556 千円 
支払利息相当額    395 千円 
 
４．減価償却費相当額の算定方法 
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。 
 
５．利息相当額の算定方法 
リース料総額とリース物件の取得価額相当額との差額を利息相当額とし、各期への配分方法については、利息法によ
っております。 

 

 

 

 取得価額相当額(千円) 減価償却累計額相当額（千円） 期末残高相当額（千円） 

車両運搬具 4,341 1,180 3,160 

工具器具備品 3,890 1,188 2,701 

合計 8,231 2,369 5,862 



 

金融商品に関する注記 

１．金融商品の状況に関する事項 

(1) 金融商品に対する取組方針 

  当社の資金運用については短期的な預金に限定しております。 

(2) 金融商品の内容及びそのリスク 

 敷金及び保証金は、主に店舗の賃貸借契約によるものであり、賃貸人の信用リスクに晒されております。 

(3) 金融商品に係るリスク管理体制 

①信用リスク管理 

敷金及び保証金は、取引開始時に信用判定を行うとともに、契約更新時その他適宜契約先の信用状況の 

把握に努めております。  

②流動性リスク管理 

借入金は、流動性リスクに晒されておりますが、当社では、資金繰計画を作成する等の方法により管理 

しております。 

(4) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明 

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額が 

含まれております。当該価額の算定において変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用 

することにより、当該価額が変動することがあります。 

 

 

２．金融商品の時価等に関する事項 

 当事業年度末における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。なお、 

時価を把握することが極めて困難と認められるものは次表には含まれておりません。 
  （単位：千円）   

  
 貸借対照表 
 計 上 額 

時価 差額 

(1) 現金及び預金 455,959 455,959 － 

(2) 敷金  328,053  322,543  △5,510 

  貸倒引当金 △0     

  328,053 322,543 △5,510 

(3) 保証金 112,033  109,897  △2,136 

  貸倒引当金 △0     

  112,033 109,897 △2,136 

資産計 896,046 888,400 △7,646 

(1) 借入金（＊） 1,846,000 1,846,000 － 

負債計 1,846,000 1,846,000 － 
  

  （＊）借入金については短期借入金と長期借入金を合算しております。 

  

     （注１）金融商品の時価の算定方法に関する事項 

資産 

(1) 現金及び預金、 

これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、 

当該帳簿価額によっております。 

(2) 敷金、(3) 保証金 

主に店舗の賃借契約時に差入れている敷金及び保証金であり、償還予定時期を見積り、安全性の高い 

長期の債券の利回りで割り引いた現在価値により算定しております。 

    負債 

(1) 長期借入金 

 変動金利借入金であるため、短期間で市場金利を反映し、また、当社の信用状態は借入実行後大きな 

変動はないことから、時価は帳簿価額と近似していると考えられるため、当該帳簿価額によっており 

ます。 

 

     



  

関連当事者との取引に関する注記 

親会社及び法人主要株主等                                  （単位：千円） 

種類 会社の名称 議決権の所有 関連当事者と

の関係 

取引の内容 取引金額 

（注2） 

科目 期末金額 

親会社 ㈱すかいらー

く 

被 所 有 直 接

100％ 

資金の返済他 

監査役の兼任 

株主優待券他

食材仕入等 

家賃の支払等 

家賃収入 

資金の借入 

利息の支払 

（注１） 

14,021 

441,154 

1,004,498 

41,933 

550,000 

13,559 

未収入金 

買掛金 

未払金 

 

長期借入金 

未払費用 

6,990 

70,294 

452,749 

 

1,846,000 

1,282 

親会社の子会

社 

㈱フロジャポ

ン 

 資金の返済 借入金の返済 

利息の支払 

 

240,000 

664 

長期借入金 

未払費用 

0 

51 

親会社の子会

社 

㈱ジャパンカ

ーゴ 

 資金の返済 借入金の返済 

利息の支払 

 

140,000 

481 

長期借入金 

未払費用 

0 

37 

   

(注）取引条件及び取引条件の決定方針等 

1.資金の借入については、親会社の借入金利を勘案し、利率を合理的に決定しております。  

2.取引金額には消費税等を含めておりません。期末残高には消費税等を含めております。 
   

  
   

  

１株当たり情報に関する注記 

１．１株当たり純資産額 4,475.46円  

２．１株当たり当期純利益 140.75円  

  

その他 

記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。 

 

 

 

 
  


